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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬ 

 

㔜Ⅼ分㔝 12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦放射⥺技⾡⛉学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018年度-2020年度 
1.学⏕および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨格ヨ㦂の合格⋡及び入学⪅あたりの合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
4.市Ẹ公㛤ㅮ座を㛤催する 

㈐任⪅:⸨㔝明俊㸦放射⥺技⾡⛉学⛉㛗㸧 
分担⪅:Ṋ⸨⿱⾰㸦学⛉教務担当㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱ 

方ἲ・教授方ἲの改善 

 

 

 

 

 

・学⏕教⫱⏝に‽備された最新医⒪機器を使い、⮫床⌧場に則した学
内実⩦を実施し教⫱内容を充実化する。そのために、ィ⏬ⓗな機器
の更新・⟶⌮㐠⏝を⾜う。平成元年度には、X⥺撮影⿦⨨㸯台の更
新と CTDI 定⏝ファントムの新つ㉎入をィ⏬している。 

 
・本学⛉では、全国⣙ 300施タという日本最大つ模の⮫床実⩦指導施
タと㐃携している。学⏕が希望する地域での㉁の㧗い⮫床実⩦を実
⌧するとともに、実⩦期㛫中のトラブルを㜵ぐため、改善Ⅼとして
以下をィ⏬する。 
① 1.2年向けの「⑓㝔ぢ学マニュアル」を作成し、全員対㇟のㄝ
明会を㛤催する。 

② 3年 4月時に⮫床実⩦希望施タㄪ査を⾜うとともに教員との協
㆟㠃ㄯ➼を⤒て⮫床実⩦指導施タを仮Ỵ定する 

③ 3年前期学内実⩦において、学内教員により OSCE様の☜ㄆヨ㦂
を導入する。 

④ ⮫床実⩦中、ẖ日の㐺度な┠標タ定とポジティブフィードバッ
クおよびリフレクションを促す⊂⮬の「⮫床実⩦ノート㸦ポー
トフォリオ㸧」を作成し、効果ⓗな⤒㦂学⩦を促㐍する。 

⑤ ⮫床実⩦前学内実⩦において、医⒪安全やデ⒪放射⥺技師の▱
㆑向上に㈨するㅮ⩏およびグループワークを⾜う。 

 
・⮫床実⩦報告会を㛤催し、アクティブラーニングを実㊶する。 

㸰. 学⩦支援と向学心の㧗

揚 

 

 

 

・1 年次より担任制を導入し、個別㠃ㄯ体制を整えているが、成⦼下
位⪅について、4 月に⾜う㠃ㄯでは学⛉内で情報共有を⾜い、クラ
ス担任のみならず教⛉担当教員からの学⩦支援を実施する。 

 
・欠席が┠❧つ学⏕に対して、授業担当教員㸦学⛉教員㸧と担任教員
が情報共有㐃⤡し、学⏕指導につなげる取り⤌みを⥅⥆する。 

 
・1 年後期より㛤ㅮされる専㛛基♏⛉┠・専㛛⛉┠において、本学⛉
が┠指す専㛛㈨格㸦デ⒪放射⥺技師国家ヨ㦂、➨一✀放射⥺取扱主
任⪅㸧の取得を意㆑したㅮ⩏を⾜う。 
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・ガイダンス時に学⏕に「カリキュラムマップ」に成⦼をグ㘓するよ
う指導するとともに、㠃ㄯ➼で担任が☜ㄆを⾜い、学⩦支援を⾜う。 

㸱. 合格⋡及び入学⪅あた

りの合格⋡の┠標タ定と

その㐩成に向けた教⫱指

導 

 

 

・国家ヨ㦂合格⋡の┠標値は 95㸣、入学⪅あたりの合格⋡は 75㸣。 
 
・入学⪅あたり合格⋡の┠標を㐩成するため、≉に国家ヨ㦂対㇟⛉┠
の授業において早くから意㆑付けをし、学⩦意欲を向上させる。 

 
・国家ヨ㦂合格⋡の┠標を㐩成するために㸲年㐍⣭時にデ⒪放射⥺技
師免チを有している教員が中心となって、国家ヨ㦂対⟇を⾜いその
情報を共有し、思いやりある姿勢で教⫱指導を⾜う。合格⋡をより
向上させるための改善Ⅼとして以下をィ⏬する。 
① 成⦼不振⪅に対し、模擬ヨ㦂⤊了後、学⏕⮬㌟が作成したゎㄝ
書をクラス担任が☜ㄆし教⫱指導する。 

② 新傾向や応⏝問㢟への対応力を向上するため、年 3 回実施され
る業⪅模擬ヨ㦂について、学⏕が受㦂するよう教⫱指導する。 

 
この他、合格⋡の┠標㐩成に向けた以下の教⫱指導を⥅⥆する。 
① 学⛉内に国家ヨ㦂対⟇委員会をタ⨨し、ẖ月会㆟を㛤催する。 
② 4年後期、㐌一日、国ヨ対⟇ㅮ⩏を㛤ㅮする。 
③ 年 8 回、学内模擬ヨ㦂を実施する㸦学内教員が問㢟作成し、ヨ
㦂後に対⟇ㅮ⩏を㛤催する㸧。 

④ 模擬ヨ㦂後の担任個人㠃ㄯを実施し、⏕ά≧ἣの改善や国家ヨ
㦂学⩦支援㸦個人指導㸧を⾜う。 

⑤ 模擬ヨ㦂成⦼不振⪅への保ㆤ⪅への成⦼㏻▱を⾜う。 
⑥ 㐣年度 4 年⏕に対し、≉別␃年支援制度をά⏝して、成⦼の振
るわなかった⛉┠の⧞り㏉し履修と国ヨ対⟇⏝≉別⿵ㅮの㛤タ
を⾜う。 

⑦ 㐣年度 4 年⏕に対して、教員居室の㏆くでの⮬⩦室をタ定する
とともに、担任は担当学⏕の学⩦㐍捗≧ἣを㠃ㄯまたは SUMS-PO
により把握する。ẖ月㛤催する国家ヨ㦂対⟇会㆟にて指導≧ἣ
を共有し、学⩦支援を促す。 

 
・10月以㝆模擬ヨ㦂や 9月以㝆国家ヨ㦂対⟇ㅮ⩏㸦放射⥺⛉学≉ㄽ㸧
では、座席を模擬ヨ㦂成⦼㡰㸦成⦼下位⪅から㡰に前方㸧に指定席
をタ定する。 

4.市Ẹ公㛤ㅮ座を㛤催する ・デ⒪放射⥺技師の⫋務内容を広く多くの方に伝えるために市Ẹ公㛤
ㅮ座を㛤催する。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬ 

 

㔜Ⅼ分㔝 12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦医⒪栄㣴学⛉・⟶⌮栄㣴学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018年度-2020年度 
1.医⒪栄㣴学⛉内専攻合同₇⩦授業の構⠏ 
2.学⏕および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの更なる改善 
3.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
4.各㈨格ヨ㦂の合格⋡及び入学⪅あたりの合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
5.市Ẹ公㛤ㅮ座の実施 

㈐任⪅:⇃取厚志㸦医⒪栄㣴学⛉㛗㸧 
分担⪅:太⏣伸⏕㸦⟶⌮栄㣴学専攻㛗㸧、三ᾆ俊宏㸦⟶⌮栄㣴学専攻教務委員㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸯.⮫床検査学専攻との合

同₇⩦授業の構⠏ 

1.本学科䛜管理栄養学専攻䛸臨床検査学専攻䛛䜙䛺䜛特徴䜢生䛛䛧、両
専攻学生䛾相互理解䜢深䜑䛶将来䛾医療人䛸䛧䛶䛾見識䜢広䜑䜛試
䜏䜢進䜑䜛䚹管理栄養士䛸臨床検査技師䛜共䛻参加䛩䜛䝏䞊䝮医療
䛷䛒䜛栄養䝃䝫䞊䝖䝏䞊䝮䠄NST䠅等䜢題材䛻䛧䛶、両専攻䛾学生䛜参
加䛧䛯演習授業䜢、木曜日䠍限䛾活用等䛻䜘䜚実施䛩䜛䚹 
 

2.学⛉内の二専攻学⏕の┦互交ὶをάⓎにするため、様々な交歓会
を企⏬する。 

 
3.学⛉内の両専攻学⏕が、┦互に他の専攻の授業を⫈ㅮすることを
可⬟としたので、⫈ㅮ≧ἣの分析を⾜う。 

㸰.学⏕および保ㆤ⪅の期

待に応えるための教⫱内

容の充実と教⫱方ἲ・教授

方ἲの更なる改善 

1.学⏕の学年㐍⾜に応じた学⩦のアウトカムを☜ㄆするために、ア
チーブメントテストを 3年⏕から㡰次導入し、そのά⏝を図る。 

 
2.⮫地実⩦の㔜せ性に㚷みて、受け入れ施タとの十分な事前協㆟を
図るとともに、ὴ㐵学⏕の⩦⇍度ホ価と実㊶ⓗ⬟力向上の取り⤌
みをめざす。上グアチーブメントテストを学⏕の⩦⇍度ホ価に反
映させる方向で検ウする。 

 
3.実⩦ヨ㦂の導入と拡大 
実⩦の効果をより可ど化し㐺ṇなホ価を⾜うために、実⩦のホ価
ἲとしてレポートによるだけでなく、実⩦ヨ㦂を実施するように
してきた。この方向性を⥅⥆拡大し、学⏕の⮬主ⓗ学⩦態度のᾰ
㣴に務める。 

 
4. IR室との㐃携を基♏にして、学⏕の教⫱および⏕άの問㢟Ⅼをゎ
析し、そのゎỴを図るための検ウ㈨料とする。 

 
5.“教⫱の㉁保ド委員会”をタ⨨して教員がシラバスにἢった教⫱
を㐍めていることをホ価☜ㄆし、必せに応じて助ゝする体制☜❧
をめざす。 
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6.学⛉内に教務委員会を❧ち上げているので、問㢟Ⅼを両専攻の枠
を㉸えて協㆟する体制をより充実させる。 

㸱.効果ⓗな学⩦支援と向

学心の㧗揚への取り⤌み 

 

1.学⏕の将来のキャリアプラニング充実を┠ⓗとして、卒業⏕を含
む学内外の人を招き、モチベーション向上につながるような授業
形式の懇ヰ会㸭セミナーをィ⏬する。 

 
2.早期導入教⫱の充実 

1年⏕底力教⫱を利⏝して、⟶⌮栄㣴学専攻の❧案に基づいて⑓㝔

や⚟♴施タでの⟶⌮栄㣴士の仕事をぢ学する機会をタけ、早期の

ẁ㝵から学⏕の向学心㧗揚を┠指す。 

 

3.リメディアル教⫱の実効性向上 
受㦂⪅数ῶ少が㐍み、入学⪅の学力レベル低下が懸念されるため
リメディアル教⫱の充実は喫⥭のㄢ㢟である。対㇟となる学⏕に
リメディアル教⫱への参加を促し、成果としての学修到㐩度を担
任教員が把握してモチベーション向上をはかるように指導する。 
 

4.グループワークやアクティブラーニングなどをカリキュラムに導
入 
して、学⏕が┦互に学⩦することで向学心㧗揚につながるような
機会を作る。 
 

5.国家ヨ㦂対⟇学⩦支援の充実 
国家ヨ㦂対⟇の柱となる模擬ヨ㦂の⤖果を常時モニターし、模擬
ヨ㦂では⤊了後┤ちに振り㏉り学⩦の時㛫をとることにより、学
⏕が⮬ら㞟中すべき学⩦㡯┠の☜ㄆできるようにする。また、成
⦼不振⪅には㞟中して⿵ㅮや個別指導、及び保ㆤ⪅を交えた㠃ㄯ
などを⾜い、従来から㐍めてきた学⏕個々に応じた指導を⥅⥆す
る。 

㸲.各㈨格ヨ㦂の合格⋡及

び入学⪅あたりの合格⋡

の┠標タ定とその㐩成に

向けた教⫱指導 

 

1.⟶⌮栄㣴士国家ヨ㦂合格⋡の┠標は 100%とする。また、㐍㊰変更
学⏕を㝖いて入学⪅あたりの合格⋡は 90㸣を┠標とする。 
 

2.カリキュラムとして 4年⏕前期の⥲合₇⩦ II、及び医⒪栄㣴学≉
別₇⩦で指導を⾜う。 

 

3.3年⏕以下の学⏕も国家ヨ㦂問㢟に接する機会が持てるようにし
て卒業までにồめられる学⩦のアウトカムを具体ⓗに意㆑させ
る。3年⏕にも模擬ヨ㦂受㦂を可⬟にするように指導する。 

㸳.市Ẹ公㛤ㅮ座の実施 

 

⮫床検査学専攻と㐃携して、健康と栄㣴についての⌮ゎを広げるた
めに市Ẹ公㛤ㅮ座を企⏬する。 

 



㕥㮵医⒪⛉学大学 

5 

 

➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬ 

 

㔜Ⅼ分㔝 12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦医⒪栄㣴学⛉・⮫床検査学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 

 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 

【基本方㔪:2】 

 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

【中期ィ⏬】2018年度-2020年度 

1. ⟶⌮栄㣴学専攻と⮫床検査学専攻の合同₇⩦授業の構⠏ 

2. 学⏕および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの更なる改善  

3. 効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 

4. 各㈨格ヨ㦂の合格⋡及び入学⪅あたりの合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

5. 市Ẹ公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅:⇃取厚志㸦医⒪栄㣴学⛉㛗㸭⮫床検査学専攻㛗㸧 

分担⪅:吉子健一㸦⮫床検査学専攻教務委員㸧 

事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸯. ⟶⌮栄㣴学専攻との合

同授業の構⠏ 

㸯㸬学⏕が将来の医⒪人としてのぢ㆑を広めるヨみとして、⟶⌮栄㣴
学専攻と⮫床検査学専攻からなる≉徴を⏕かし、⟶⌮栄㣴士と⮫
床検査技師が共に参加する多⫋✀によるチーム医⒪である栄㣴
サポートチーム㸦NST㸧➼を㢟材にして、両専攻の学⏕と教員が
合同で実施する₇⩦授業を、木曜日㸯㝈のά⏝➼により実施す
る。 

 
㸰㸬学⛉内の二専攻学⏕の┦互交ὶをάⓎにするため、様々な交歓会
を学⏕主導で実施する。 

 
㸱㸬学⛉内の両専攻学⏕が、┦互に他の専攻の授業を⫈ㅮすることを
可⬟としたので、その利⏝≧ἣ➼の検ウを⾜う。 

㸰. 学⏕および保ㆤ⪅の期

待に応えるための教⫱内容

の充実と教⫱方ἲ・教授方

ἲの更なる改善 

 

䠍. ヨ⾜ⓗに 3 年⏕に㝈定し 2019 年度後期のアチーブメントテスト

を実施する。 

 

䠎. 学⛉教務委員会に IR担当委員をおき、IR推㐍室との㐃携を῝め

る。➨ 2-1期に引き⥅き IR分析報告に基づき、指導方ἲの改㠉・

改善に向けた IRの利⏝について検ウを⾜う。 

  

䠏. 2018年度より実施される検体採取業務に㛵するㅮ⩏・実⩦に㛵し

て、≧ἣをモニタリングし検ウを⾜う。 

2019年度より新たに再⏕医⒪技⾡学㸦㸱年次㸧を実施し、授業ホ

価➼で内容をホ価すると共に 2020 年度より新たに始まる再⏕医

⒪技⾡学実⩦㸦㸲年次㸧の実施に向けた教⫱内容や担当⪅の具体

ⓗな検ウを⾜う。 

 

䠐. ⮫床検査と⮫床⑓態との㛵㐃性に㛵する教⫱の充実。 

⮫床検査医学₇⩦㸦R-CPCを含む㸧の実施方ἲの改善に向けて、
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引き⥆き授業ホ価を参⪃にして検ウを⾜う。また、本授業で学⩦

した内容を基に、前㡯の「専攻の学⏕と教員が合同で実施する₇

⩦授業」の一⎔として、⮫床検査学専攻の学⏕が、⟶⌮栄㣴学専

攻の学⏕に対し⑓態・検査ㄝ明を⾜うことにより、⌮ゎを῝めさ

せる取り⤌みについて検ウを⾜う。 

 
䠑. この⛅より具体ⓗ検ウに入る予定の⮫床検査学教⫱コアカリキ

ュラムへの対応をど㔝に入れ、▱㆑、技⬟、接㐝を柱とした⮫床
実⩦前教⫱体制作りの検ウを㛤始する。 
 

䠒. ➨ 2-1期に引き⥆き、学⛉教務委員会で従来㏻り㛵㐃するㄢ㢟に
ついて専攻を㉸えて共有しながらゎỴを図ると共に、“教⫱の㉁
保ド委員会”のタ⨨㸦案㸧に‽ずるά動㸦IRや LSMの担当⪅をỴ
めなど㸧の実施に向けて検ウする。 

㸱.効果ⓗな学⩦支援と向

学心の㧗揚への取り⤌み 

 

㸯. ➨ 2-1期における検ウ・‽備の下、1年前期の医⒪人底力実㊶㸦基

♏Ⅰ㸧での⑓㝔ぢ学に加え、OB・OGとの意ぢ交換の場をタけ⮫床

検査技師としての将来像をイメージさせる。  

 

㸰. 木曜日㸯㝈➼を利⏝して、学内の教員や外㒊ㅮ師㸦各✀⌧場で働
く⮫床検査技師など㸧によるㅮ₇を中心とした、キャリアプラン

ニング授業の構⠏について具体ⓗな検ウを⾜う。 

 

㸱. ➨ 2-1期に引き⥅き、㸯㹼㸱年の後期⤊了時に⾜っている成⦼不

振⪅に対する二⪅ないし三⪅㠃ㄯで、IR推㐍室の分析報告をά⏝

し┠ⓗ意㆑・学⩦意欲を㧗めると共に、学⩦方ἲの指導・支援を

⾜う。 

 

㸲. ➨ 2-1期に引き⥅き、㸱年⏕後期の⮫床検査医学₇⩦の授業に三

㔜┴医学検査学会の参加を⤌み入れて、向学心を㧗める。 

㸲㸬各㈨格ヨ㦂の合格⋡及

び入学⪅あたりの合格⋡の

┠標タ定とその㐩成に向け

た教⫱指導 

 

⮫床検査技師国家ヨ㦂の⌧役受㦂⪅の合格⋡を 100㸣に、入学⪅㸦㐍

㊰変更を㝖く㸧あたりの合格⋡を 90㸣にタ定し、以下の取り⤌みを⾜

う。 

㸯. 成⦼不振の学⏕に対しては、⿵ㅮや㠃ㄯといった人手による手厚
いケアを⾜い、モチベーションを含めて成⦼の向上を図る。また、

定期ヨ㦂や模ヨ⤖果のヲ⣽な分析⤖果に基づき、全教⛉に共㏻す

る効果ⓗな教⫱ἲを構⠏する。 

 

㸰. 成⦼中位以上の学⏕に対しては、ぬえた▱㆑をアウトプットする
カ⦎を⾜うツールとして、eラーニングシステムの構⠏を㐍める。 

㸳㸬市Ẹ公㛤ㅮ座の㛤催 ⟶⌮栄㣴学専攻と㐃携して、健康と栄㣴についての⌮ゎを広げるため
に市Ẹ公㛤ㅮ座を企⏬する。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬ 

 

㔜Ⅼ分㔝 12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦リハビリテーション学⛉・⌮学⒪ἲ学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018年度-2020年度 
1.学⏕および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨格ヨ㦂の合格⋡及び入学⪅あたりの合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

4.市Ẹ公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅:␊中Ὀ彦㸦⌮学⒪ἲ学⛉㛗/⌮学⒪ἲ学専攻㛗㸧 
分担⪅: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方

ἲ・教授方ἲの改善 

 

・初年次㸪基♏専㛛⛉┠㸦ゎ剖学㸪⏕⌮学㸪㐠動学㸧の到㐩┠標を明
♧し㸪定期ⓗに到㐩度をチェック㸪学⏕にフィードバックする。 

 2020年度に向け㸪ゎ剖学に⥆き⏕⌮学も e-learningの導入を検ウ
する。 

 ドロップアウトが懸念される学⏕には㸪個別指導と同時に保ㆤ⪅に
も㏻▱する。 

 
・指定つ則改定に対応するカリキュラムの‽備(実⩦・₇⩦方ἲ、機
材) 

㸰. 学⩦支援と向学心の㧗

揚 

・1㸪2年次に⮫床ぢ学㸪㞀がい⪅スポーツイベント㸪学会参加を㏻じ㸪
将来の⫋域㸪リハビリテーションへの⌮ゎを῝めさせる。同時に学
⏕⮬㌟の将来像の具体化㸪動機付けを図る。≉に 2021年の全国㞀
害⪅スポーツ大会の┴内㛤催に合わせ、イベント参加、ボランティ
アά動を促㐍する。 

 
・上⣭⏕の実⩦ぢ学㸪モデル参加を㏻じて㸪基♏医学の㔜せ性㸪⌮学
⒪ἲ士の㈨㉁への⌮ゎを῝めさせる。 

㸱. 合格⋡及び入学⪅あた

りの合格⋡の┠標タ定とそ

の㐩成に向けた教⫱指導 

・国家ヨ㦂合格⋡の┠標値は 95㸣、入学⪅あたりの合格⋡は 80㸣と
する。 

 
・定期ⓗな模ヨの実施と成⦼不Ⰻ⪅に対するフィードバックにより㸪
学⏕⮬㌟に国家ヨ㦂合格に必せな⬟力と⌧≧のギャップをㄆ㆑さ
せる。成⦼不Ⰻ⪅の多くは学⩦ィ⏬㸪実⾜㸪振り㏉り㸪再ィ⏬の㐣
⛬全てが不十分なため㸪全ての㐣⛬で助ゝ㸪指導する。 

4.市Ẹ公㛤ㅮ座の㛤催 ・♫会㈉⊩の一⎔として市Ẹ公㛤ㅮ座を㛤催する。 
 
・テーマは「ロコモティヴシンドローム」、「フレイル、サルコペニア」、
「介ㆤ予㜵、㌿倒予㜵」など、地域住Ẹの暮らしと健康に㛵㐃したも   
のとする。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬ 

 

㔜Ⅼ分㔝 12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦リハビリテーション学⛉・作業⒪ἲ学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018年度-2020年度 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方ἲの充実 

2㸬専㛛⫋としての動機付けと向学心の㧗揚 

3㸬⮫床実⩦のための‽備と⮫床実⩦指導⪅の⫱成 

4㸬市Ẹ公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅: ␊中Ὀ彦㸦リハビリテーション⛉㛗㸧 
分担⪅: ⨾和千尋㸦作業⒪ἲ学専攻㛗㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方

ἲの充実 

 

・初年次の基♏専㛛⛉┠㸦ゎ剖学㸪⏕⌮学㸪㐠動学㸧の到㐩┠標を明
♧し㸪年度末に到㐩度をチェック㸪学⏕にフィードバックする。 

 ドロップアウトが懸念される学⏕は㸪個別指導と同時に保ㆤ⪅にも
㏻▱する。 

 
・㸲年㛫の⣔⤫だったカリキュラムと各学年での到㐩┠標の❧案を実
㊶する。 
 

  ・オムニバス⛉┠の「リハビリテーション概ㄽ」を専攻全体で検ウし
て㸪充実させる。 

2㸬専㛛⫋としての動機付け

と向学心の㧗揚 

 

・専攻の広報ビデオ制作やオープンキャンパスに学⏕を参加させ㸪今
後学ぶべき専㛛分㔝㸪リハビリテーションへの⌮ゎを῝めさせる。
これらの機会を㏻して教員の協力をさせることにより学⏕の専攻
に対する帰属意㆑を喚㉳させる。 

 
・大学⚍に専攻企⏬を⮬主ⓗに⪃案させ㸪作業⒪ἲの啓ⵚά動を⾜う。
専攻教員とサークルά動を❧ち上げ㸪教員との㛵係を構⠏させる。 

3. ⮫床実⩦のための‽備

と⮫床実⩦指導⪅の⫱成 

 

・㸲年㛫の⮫床実⩦の手引きの作成と新指定つ則にἢった⮫床実⩦の
モデルを「⌮学⒪ἲ士作業⒪ἲ士㣴成施タ指導ガイドライン」と作
業⒪ἲ⮫床実⩦指㔪(2018)を参⪃に⪃案する。 

 
・新指定つ則にἢった⮫床実⩦指導⪅ㅮ⩦会を三㔜┴士会と協力して
㛤催し㸪⮫床実⩦指導⪅を⫱成する。 

 
・学⏕に対して⮫床実⩦の学⩦方ἲを検ウする。 

4.市Ẹ公㛤ㅮ座の㛤催 ・市Ẹ公㛤ㅮ座については他団体と協力して㛤催もしくはㅮ座のㅮ師

として教員をὴ㐵する。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬ 

 

㔜Ⅼ分㔝 12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦医⒪⚟♴学⛉・医⒪⚟♴学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018年度-2020年度 
1.実㊶力を備えたソーシャルワーカー㣴成のための教⫱内容の充実と教⫱方ἲの更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨格ヨ㦂の合格⋡及び入学⪅あたりの合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

  4.市Ẹ公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅:佐々木信也㸦医⒪⚟♴学⛉㛗㸭医⒪⚟♴学専攻㛗㸧 
分担⪅: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸯. 教⫱内容の充実と教⫱

方ἲの更なる改善 

 

ソーシャルワーカー㸦医⒪ソーシャルワーカー、⢭⚄⛉ソーシャルワ
ーカー、地域包括支援センターや⾜政機㛵のソーシャルワーカー➼㸧と
してά動する人材を⫱成するため以下のことに取り⤌む。 
①⑌患や㞀害を抱える当事⪅や当事⪅家族をはじめ、地域の⏕ά困❓
⪅や♫会ⓗに孤❧している人々を支援するため、アセスメントから
モニタリングに⮳る一㐃の┦ㄯ援助プロセスを⌮ゎし PDCA サイク
ルに即して実㊶できるように、┦ㄯ援助に㛵わるㅮ⩏⛉┠と₇⩦⛉
┠の㐃携を強化し、▱㆑と技⾡の一体化を図る。 

 
②地域♫会とのつながりを㔜どし、㕥㮵市人権センター、BBS会、日
本てんかん協会三㔜┴支㒊や日本パーキンソン⑓友の会三㔜┴支
㒊➼の当事⪅会、桜の森ⓑ子ホームなどの♫会⚟♴施タにおけるボ
ランティアά動➼を㏻して、⚟♴ニーズを⫙で感じ取るとともに、
地域⚟♴ィ⏬や㧗㱋⪅・㞀害⪅・児❺などの各分㔝の⚟♴ィ⏬の❧
案およびホ価に参⏬するなどして、⚟♴実㊶の⌧場と学問とが⼥合
した⎔境でソーシャルワークの展㛤が学べるようにする。 

 
③アセスメント力とコーディネート力を㌟に付けたソーシャルワー
カーとしての実㊶力を㧗めるため、ロールプレイなどアクティブラ
ーニングを可⬟な㝈り多くの授業に採り入れる。学⏕にとって⌮ゎ
しやすい授業㛵係㈨料を学⏕の到㐩度に応じて提♧するなど、きめ
⣽やかな対応を心がけていく。 

 
④具体ⓗな事例の検ウ、ゼミ単位でのグループ学⩦、学外学⩦、♫会
㈉⊩ά動などより、学⏕の⯆味の幅を広げるとともに主体ⓗな取り
⤌みと⾜動力を㣴う。 

 
⑤㞀害学⏕に対する教⫱⎔境の改善に取り⤌み、共⏕♫会の実⌧に㈉
⊩するソーシャルワーカーの㣴成を┠指す。 
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㸰. 効果ⓗな学⩦支援と向

学心の㧗揚への取り⤌み 

 

学⏕㛫の学力の差を⦰め、⌮ゎ力に応じた丁寧な学⩦支援を┠指し以
下のことに取り⤌む。 
①国家㈨格の指定⛉┠に㛵して、ㅮ⩏⛉┠についてはテキストを⏝い
た予⩦・復⩦を推奨するとともに、₇⩦⛉┠については振り㏉りの
復⩦を強化する。 

 
②先㍮や♫会人で実㝿にソーシャルワーカーとして勤務している専
㛛⫋のㅮ⩏や、施タや♫会⚟♴協㆟会などでの┦ㄯ援助実⩦やフィ
ールドワークを㏻して、⚟♴⌧場やソーシャルワークへの⯆味㛵心
を引き出し、早い時期から対人援助⫋のイメージ化を図る。 

 
③専㛛⫋団体㸦♫会⚟♴士会・⢭⚄保健⚟♴士協会・医⒪ソーシャル
ワーカー協会➼㸧との㛵わりを῝め、多様化し変化していく⚟♴ニ
ーズをいち早く把握し対応していくあるべきソーシャルワーカー
の姿を学べるようにする。 

 
④地域の㈋困やネグレクト、権利侵害や⹢待に対する敏感な感ぬを㣴
い、ボランティアやインフォーマルサービスなどをネットワーク化
していく体㦂を増やす。 

 
⑤ICTのά⏝や学⏕との個別㠃ㄯにより、学⩦方ἲの┦ㄯに応じ就学
上のㄢ㢟ゎỴに取り⤌むとともに、成⦼不Ⰻ⪅については学⩦意欲
の向上にむけて保ㆤ⪅との㐃携・ㄪ整を強化する。 

㸱. 合格⋡及び入学⪅あた

りの合格⋡の┠標タ定とそ

の㐩成に向けた教⫱指導 

本学⛉卒業の➨ 1期⏕から 12期⏕までの 12年㛫の♫会⚟♴士国家ヨ
㦂の平均合格⋡は 58.6㸣㸦全国 18.8㹼30.6㸣㸧、⢭⚄保健⚟♴士は本学
79.5㸣㸦全国 56.9㹼63.3㸣㸧であり、全国ⓗにも㧗Ỉ‽の合格⋡とな
っている。今後もこのỈ‽を⥔持するため以下のことに取り⤌む。 
①♫会⚟♴士国家ヨ㦂合格⋡の┠標値を 70㸣、⢭⚄保健⚟♴士合格
⋡の┠標値を 90㸣とする。 

 
②入学⪅あたりの♫会⚟♴士の合格⪅を 40㸣、⢭⚄保健⚟♴士の合
格⪅を 20㸣とする。 

 
③全国レベルの模擬ヨ㦂と学内での模擬ヨ㦂、3年次から、年㛫おお
むね 10 回実施し、その⤖果をデータ化し個別㠃ㄯにおいて学⩦成
果の☜ㄆにάかす。 

 
④学内教員全員で国家ヨ㦂対⟇ㅮ座を分担するとともに、東京アカデ
ミーによる⿵⩦ㅮ座を 4年次に実施する。成⦼の低㏞している学⏕
には、個別の学⩦支援を⾜う。 

 
⑤学⏕の到㐩≧ἣについて保ㆤ⪅へ㏻▱し、到㐩度が低く学⩦意欲の
乏しい⪅には三⪅㠃ㄯを実施するなど、保ㆤ⪅の協力をせㄳする。 

 

⑥学⏕の⮬主ⓗな国家ヨ㦂の㐣去問㢟への取り⤌みを促すとともに、

日㡭から指定⛉┠の授業をしっかりと学⩦し幅広い▱㆑の⋓得に

務めるように⤯えず呼びかけていく。 

㸲. 市Ẹ公㛤ㅮ座の㛤催 ①学⛉㸦医⒪⚟♴学専攻㸧が主催する市Ẹ公㛤ㅮ座に多数の学⏕の出

席を促すとともに、⌧場ソーシャルワーカー、地域住Ẹを招待し、

学内外の交ὶの場とする。なお、公㛤ㅮ座のㅮ師には、㌟体㞀害⪅、

▱ⓗ㞀害⪅、⢭⚄㞀害⪅、㧗㱋⪅、児❺、引きこもり、不Ⓩ校など、

いわゆる「♫会ⓗ弱⪅」を支援する支援⪅を招くようィ⏬❧案する。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬ 

 

㔜Ⅼ分㔝 12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦医⒪⚟♴学⛉・⮫床心⌮学専攻㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018年度-2020年度 
1.学㒊教⫱と大学㝔教⫱の㐃携による学㒊教⫱の㨩力づくり 

  2.大学㝔教⫱及びこころの┦ㄯセンターの地域㈉⊩を充実させる 

3.市Ẹ公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅: 佐々木信也㸦医⒪⚟♴学⛉㛗㸧 
分担⪅: 今井晥弌㸦⮫床心⌮学専攻㛗㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸯. 学㒊教⫱と大学㝔教⫱
の㐃携による学㒊教⫱

の㨩力づくり。 

 

䚽公認心理師䞉臨床心理士養成䜢主䛸䛧䛯本専攻䛷䛿、大学院生䛻、
大学院修了時䜢䛚䛡䜛大学院生䛾姿䛜明確䛻䛺䛳䛶䛝䜎䛧䛯䚹䛭䜜䛻䛿、
臨床実践䛻適䛳䛯援助姿勢䛸技法䜢身䛻䛴䛡䜛䛣䛸䛸、䛭䛾䝞䝑䜽䝪䞊䞁䛸
䛺䜛様䚻䛺理論䜢学䜆䛣䛸䛷䛩䚹䛭䛧䛶、䛣䛾䛣䛸䛣䛭䛜、臨床心理学専攻
䛾特色䛷䛒䜚、魅力䛵䛟䜚䛻繋䛜䜚䜎䛩䚹 
䜎䛪学部段階䛷䛿、当事者䛾生物䞉心理䞉社会的視点䛛䜙理解䛩䜛䛯䜑

䛾理論䜢学䜃、学部段階䛷身䛻䛴䛡䜛䜉䛝実践能力䜢身䛻䛴䛡䜛必要䛜
䛒䜚䜎䛩䚹 
以上䛾方針䜢、䛣䜜䜎䛷以上䛻教員間䛾意思統一䜢計䜚、公認心理師

試験䜢意識䛧䛯講義䜢行䛖䛸共䛻、教員各自䛜担当䛩䜛科目内容䜢実践䛻
則䛧䛯䜒䛾䛻䛧䛶䛔䛝䜎䛩䚹 

 

䚽公認心理師国家試験䛻䛚䛔䛶出題䛥䜜䜛問題䛾䛖䛱、学部段階䛷学
䜆概論的知識問題䛿心理学辞典及䜃臨床心理学辞典䛻掲載䛥䜜䛶䛔䜛
用語䜢選択肢䛛䜙選䜆䜘䛖䛺問題䛺䛾䛷、予備校䛻䛚䛡䜛模擬試験用問
題䜢解䛟䛣䛸䛷解答率䜢上䛢䜛䛣䛸䛜可能䛷䛩䚹実践重視䛾本専攻䛷䛿䛣
䛾訓練䜢授業中䛻行䛖䛣䛸䛿䛫䛪、䛭䛾補完䛾為䛻、大学院生、学部生䛻
䜘䜛縦䛾勉強会䛷䛒䜛䝃䜲䝁䝻䜽䝷䝤䜢発足䛥䛫䜎䛧䛯䚹今年度䛿、秋䛾大
学院入試終了後卒業論文䜢書䛝上䛢䜛頃䛻、本学大学院進学生䜢中心䛻
公認心理師国家試験勉強会䜢発足䛥䛫䛶、来年䠏月䜎䛷䛻学部段階䛷䛾
解答率䜢引䛝上䛢䜎䛩䚹 

2.大学㝔教⫱及びこころの

┦ㄯセンターの地域㈉⊩を

充実させる 

 

 

 

䚽大学院修了時䛻䛚䛡䜛大学院生䛾姿䛜明確䛻䛺䛳䛶䛝䜎䛧䛯䚹 

現在、大学院修士䠎年生䛿䛣䛣䜝䛾相談䝉䞁䝍䞊䛻䛚䛡䜛䠍年間䛾実践

䛾学䜃䛻䜘䜚、実践力䛾力䛜向上䛧、指導教員䛾䝇䞊䝟䞊䝡䝆䝵䞁䛾䜒䛸

䛷、各自䛷䜽䝷䜲䜶䞁䝖䜢担当䛧、䜹䜴䞁䝉䝸䞁䜢実施䛧始䜑䛶䛔䜎䛩䚹䛩䛷

䛻各院生䛿䠐事例䛛䜙䠑事例䜢担当䛧䛶䛔䜎䛩䚹修士課程修了時䛻䛿、専

門職員䛸䛧䛶勤務䛩䜛外部専門相談機関䛻䛚䛔䛶、充分䛻実践可能䛺能

力䜢養䛖䛣䛸䛜重要䛺目標䛻䛺䜚䜎䛩、教員䛿彼䜙䛾実践力䜢䜎䛩䜎䛩向

上䛥䛫䜛䛯䜑䛾䝇䞊䝟䞊䝡䝆䝵䞁䜢行䛖䛣䛸䛻䛺䜚䜎䛩䚹 

 

䚽䛣䛾䛣䛸䛿、地域連携䞉貢献䛸䛔䛖本学䛣䛣䜝䛾相談䝉䞁䝍䞊䛜重要䛺

役割䜢䛣䜜䜎䛷以上䛻果䛯䛩䛣䛸䛜可能䛻䛺䛳䛶䛔䜛䛸䜒言䛘䜎䛩䛧、実際
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䛻鈴鹿市䜢中心䛸䛩䜛地域䛛䜙䛾評価䜒高䜎䛳䛶䛚䜚、来談者䛛䜙䛾紹介

䛻䜘䜛相談依頼件数䛜増大䛧䛶䛔䜎䛩䚹䛣䛾好評価䜢持続䛥䛫䜛䛯䜑䛾地

道䛺活動䜢続䛡䜎䛩䚹 

 

䚽大学院修士䠎年生䛿修士論文䜢書䛝上䛢䜛年度䛻䛺䜚䜎䛧䛯䚹臨床心

理学分野䛻䛚䛡䜛修士論文䛿実践事例論文䛷䛩䚹修士䠎年䛷修了予定䛾

全䛶䛾院生䛜無事修士論文䜢書䛝上䛢䛶、本学大学院䛾主目的䛷䛒䜛公

認心理師䛚䜘䜃臨床心理士受験䛻合格䛩䜛䛯䜑䛾準備䜢行䛘䜛䜘䛖䛻指

導䛧䜎䛩䚹 

 

䚽公認心理師䞉臨床心理士資格受験䛻䛴䛔䛶䛿、䠎䠌䠎䠌年䠍月䛛䜙準備

会䜢発足䛥䛫䛶、䝃䜲䝁䝻䜽䝷䝤䛸䛧䛶学部専攻生䜢巻䛝込䜣䛰勉強会䜢運

営䛥䛫䜎䛩䚹 

3.市Ẹ公㛤ㅮ座の㛤催 臨床心理学分野教員䛻䜘䜛、臨床心理実践䛾知見䜢基䛻䛧䛯公開講座
䛿、鈴鹿市教育委員会䛾䜏䛺䜙䛪、心䛾問題䜢抱䛘䜛一般家庭䛾方䚻䛛
䜙䜒期待䛥䜜䛶䛚䜚、毎年開催䛧䛶䛝䜎䛧䛯䚹䠎䠌䠍䠕年度䜒䠕月䛻公開講座
開催䜢予定䛧䛶䛔䜎䛩䚹 
䜎䛯、昨年度䛩䛷䛻、本学䛣䛣䜝䛾相談䝉䞁䝍䞊䛻来䜙䜜䛶䛔䜛不登校生
徒䛾御両親䛰䛡䛷䛺䛟、小䞉中䞉高䛾先生方䜔䝇䜽䞊䝹䜹䜴䞁䝉䝷䞊䛾䜏䛻
相談䛥䜜䛶䛔䜛䛤両親親䜒参加可能䛺“不登校親支援䛾会䠄䠏䛛月䠒回開
催䠅”䜢開催䛧、好評価䜢得䜎䛧䛯䛾䛷、䠎䠌䠍䠕年度䜒䠍䠌月䛛䜙同様䛾形式
䛷開催䛩䜛予定䛷䛩䚹 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬ 

 

㔜Ⅼ分㔝 12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦㙀⅍サイエンス学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018年度-2020年度 
1.学⏕および保ㆤ⪅の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨格ヨ㦂の合格⋡及び入学⪅あたりの合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導  
4.市Ẹ公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅:山本晃久㸦㙀⅍サイエンス学⛉㛗㸧 
分担⪅:㧘木久代、す村 ⏥、ᾆ⏣ ⦾、廖 世新、㕥木 ⪽、本⏣㐩朗、Ỉ㔝ᾏ㦐、張 文平、
㛗岡伸征、㧘木 健、℧本 未来 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸯. 教⫱内容の充実と教⫱

方ἲ・教授方ἲの改善 

㸯 キャリア教⫱の充実 
①キャリア教⫱ㅮ₇を年 1回㛤催する。 

 
㸰 ⮫床実⩦の㔞の拡充と㉁の向上のため、下グぢ学実⩦を実施。 
①桜の森ⓑ子ホーム。 
②三㔜大学医学㒊㝃属⑓㝔㯞㓉⛉㸦⤫合医⒪・㙀⅍外来㸧。 

 
㸱 㙀⅍スポーツトレーナー学専攻における教⫱内容の充実  
①スポーツトレーナー学および㈨格ヨ㦂の▱㆑と技⾡をアウト
プットするフィールドワークを実施する。施タおよび実施内容を
検ウ。 

㸰. 学⩦支援と向学心の㧗

揚 

㸯 個人㠃ㄯ 
担任による反復した㠃ㄯを実施し、常に学⩦≧態、⏕ά≧ἣなど 

の情報を収㞟しながら学⏕とのコミュニケーションを欠かさない
ようにする。成⦼不Ⰻ⪅に対する学⩦改善だけでなく、⮬主性や向
上心を持てるように手厚い指導を⥅⥆する。 
 
㸰 意欲向上・交ὶ促㐍のため、レクリエーションを企⏬ 
 ⌫技大会、取✰大会㸦ツボの位⨨や暗唱を➇い合う㸧を実施。 

㸱. 合格⋡及び入学⪅あた

りの合格⋡の┠標タ定とそ

の㐩成に向けた教⫱指導 

㸯 ┠標 
 合格⋡ 100㸣 
 入学⪅あたりの合格⋡ 90㸣を┠標とする。 
 
㸰 指導内容 
 教員が、学⏕全員を合格に導く⇕意とẼ概を持ち、下グ指導を徹 
底する。 
①㸯年次より国家ヨ㦂への危機感を㧗め、出㢟傾向を意㆑した授 
業を実施する。 

 
 ②㛵㐃⛉┠の期末ヨ㦂は、国ヨ㐣去問㢟とオリジナル問㢟でホ価 
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する。 
 

 ③対⟇授業の指導を強化し、せⅬ文㞟をẁ㝵ⓗに暗グさせ、全て 
暗グするまで☜ㄆヨ㦂を⧞り㏉す。 

 
④成⦼不振⪅を月 1回の模擬ヨ㦂の⤖果から抽出し、対⟇授業と 
は別に⿵ㅮを実施する。⿵ㅮではẖ回、ㄢ㢟を暗グさせ、口㢌 
ヨ問によりアウトプットさせる。これを反復学⩦することによ 
り、⩦慣と▱㆑を定╔させる。 
 

⑤モチベーション⥔持・向上のために、定期ヨ㦂後や⿵⩦⤊了後 
に個別㠃ㄯを⾜い、学⏕を叱咤⃭励しながら国家ヨ㦂まで一⥴ 
に取り⤌んでいく。 

㸲. 市Ẹ公㛤ㅮ座 ➨ 12回㙀⅍サイエンス学⛉ 市Ẹ公㛤ㅮ座を下グ内容で㛤催する。 
令和元年 6月 29日㸦土㸧10㸸00㹼15㸸00 
① ㅮ₇Ⅰ「⭸の③みを㜵ぐ!」 㛗岡伸征 
② ㅮ₇Ⅱ「健⨾和⮃弁当のゎㄝ」 㧘木久代 
③「健康┦ㄯ」 学⛉教員 
④体㉁チェックと体㉁にあわせた⸆⮃Ⲕコーナー 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬ 

 

㔜Ⅼ分㔝 12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦⮫床工学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018年度-2020年度 
1.学⏕および♫会の期待に応えるための教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの更なる改善 
2.効果ⓗな学⩦支援と向学心の㧗揚への取り⤌み 
3.各㈨格ヨ㦂の合格⋡及び入学⪅あたりの合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
4.市Ẹ公㛤ㅮ座の実施 

5.学⏕☜保の取り⤌み 

㈐任⪅:㔝原敦㸦⮫床工学⛉㛗㸧 
分担⪅: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱  

 方ἲ・教授方ἲの改善 

 

①大学新入時にEarly exposureを⾜い、初年次教⫱の充実を図る。 
 
②⮫床工学⛉教⫱の㉁保ド委員会をⓎ㊊し、カリキュラム➼について
検ウする。 

 
③4年前期・後期に㛤ㅮされる学⛉全教員による国家ヨ㦂対⟇として
の≉別₇⩦⛉┠の充実を図る。 

 
④₇⩦・実⩦⛉┠においてルーブリックをホ価尺度として⏝い、⥲合
ホ価に反映させる。 

 
⑤新学修サポートシステムの教員ά⏝を㐍める。 

2㸬学⩦支援と向学心の㧗揚 

 

①GPAに基づき学⩦指導ィ⏬を図ると共に GPA上位学⏕の㐍㊰を含め
た早期ά動の促㐍を図る。 

 
②⮬἞体が⾜う健康イベント➼への参加・協力を促す。 
 
③学⏕へのボランティアά動情報を提供し、⮬἞体が⾜うイベントへ
参加㸦展♧➼㸧する。 

 
④欠席の多い学⏕に対して、担任から早期に㐃⤡を取り≧ἣを把握す
る。 

 
⑤大学⚍における学⛉Ⓨ⾲の支援強化を⾜う。 

3㸬合格⋡及び入学⪅あたり

の合格⋡の┠標タ定とその

㐩成に向けた教⫱指導 

 

①新卒学⏕の 100%合格を┠指し、入学⪅あたりの合格⋡の┠標タ定
として 90%を┠指す。 

 
②合格ラインへの到㐩に向け、GPA及び模擬ヨ㦂によるクラス別⦅成
を⾜い、前期より、⮬⩦の⩏務付け並びに国家ヨ㦂対⟇⿵ㅮ出席を
促す。 
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③国ヨ㢖出問㢟のポイントを指導、必㡲基本問㢟を⧞り㏉し⾜う。 
 
④各クラス別学⏕の㐍度に対応した国ヨ対⟇や学修サポートを⾜う。 
 
⑤各教員が国家ヨ㦂の専㛛分㔝に⢭㏻し、国ヨ全体も把握している。 
 
⑥国家ヨ㦂サポートソフトウェアの教員ά⏝を㐍める。 
 
⑦国家ヨ㦂全国⤫一模擬ヨ㦂の 3年次からの受㦂を促し、早期より国
家ヨ㦂への意㆑を㧗める。 

4. 市Ẹ公㛤ㅮ座の実施 ①㢟名「ホネをゎ剖する」 ㅮ₇㸸医⏝工学㒊⮫床工学⛉教授 㑣㡲
史⏨先⏕  

5.学⏕☜保の取り⤌み 

 

①オープンキャンパスでの在校⏕の参加をすすめ、本学⮫床工学⛉パ
ンフレットの㓄布及び⮫床工学技士業務についての㹂㹔㹂や㡺布
品の㓄布を⾜う。 

 
②㧗校への出張授業や大学⤂介イベントへの参加をすすめる。 
 
③⮫床工学技士⤂介イベントへの大学学⛉⤂介ブースでの参加をす
すめる。 

 
④3年次より就⫋ガイダンスや各✀対⟇ㅮ座への参加を促し就⫋ά動
を㐍める。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬ 

 

㔜Ⅼ分㔝 12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦医⏝情報工学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018-2020年度 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの改善 

2㸬学⩦支援と向学心の㧗揚 

3㸬合格⋡及び入学⪅あたりの合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 

4㸬市Ẹ公㛤ㅮ座の㛤催 

㈐任⪅:山本晧二㸦医⏝情報工学⛉㛗㸧 
分担⪅: 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

1㸬教⫱内容の充実と教⫱方 

ἲ・教授方ἲの改善 

 

 

 

①㸰㸮㸯㸶年度に引き⥆き、㸰㸮㸯㸷年度においても卒業⏕などの外

㒊ㅮ師によるㅮ₇、上位学年による各✀の成果Ⓨ⾲会への下位学年

の参加など、⮬分の将来についての具体像を学⏕にẼ付かせる機会

をさらに充実させる。 

 

②アクティブラーニング形式の授業をすることが㞴しい▱㆑中心の

授業においても、学⏕⮬らが⪃えたりウ㆟したりする機会を増やす

ことでより῝い⌮ゎが得られるように改善する。 

2㸬学⩦支援と向学心の㧗揚 

 

 

 

 

 

①㸰㸮㸯㸶年度に引き⥆き、㸰㸮㸯㸷年度においても㐍㊰を⪃える上

で必せとなる⮬㌟の㐺性や⬟力に㛵する学⏕⮬らのẼ付きを助け

る情報をラダーチャートに図♧して学⏕に提♧し、その内容を㋃ま

えながら、個々の学⏕に⮬㌟の┠標とその┠標に対する⾜動ィ⏬を

❧てさせる。 

 

②㸰㸮㸯㸶年度は、その後のフォローアップが出来ていなかったの

で、㸰㸮㸯㸷年度は、㸱年次にその後の⤒㐣について反┬会を企⏬

する。 

3㸬合格⋡及び入学⪅あたり

の合格⋡の┠標タ定とそ

の㐩成に向けた教⫱指導 

 

 

 

 

 

 

①㈨格を取得することに✚極ⓗでない学⏕のために、㈨格を取得する

ことの意⩏をヰす機会を増やす。 

 

②学⛉内で、各⛉┠のㅮ⩏内容とその┠ⓗについて㆟ㄽし、≉に㈨格

ヨ㦂対⟇⛉┠については㏻常の⛉┠とは␗なる教⫱方ἲを取らな

ければならないことについて担当教員㛫で意㆑⤫一を図る。 

 
③㸰㸮㸯㸶年度に引き⥆き、徹底した少人数教⫱により合格⋡の向上

に努める。 

4㸬市Ẹ公㛤ㅮ座の㛤催 㸿㹇が医⒪に及ぼす影㡪など、「医⒪と情報」というほⅬで㐺切なテ

ーマをタ定し、市Ẹ向け公㛤ㅮ座を定期ⓗに㛤催する。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬ 

 

㔜Ⅼ分㔝 12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦⸆学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018年度-2020年度 
1.教⫱内容の充実と教⫱方ἲ・教授方ἲの更なる改善と国ヨ合格⋡の改善 
2.学⏕支援体制を強化する 
3.◊✲ά動に㛵する中期┠標を定め、≉Ⰽをもつ◊✲を㐍める 
4.市Ẹ公㛤ㅮ座を㛤ㅮし、♫会㈉⊩をおこなう 

㈐任⪅:佐⸨ⱥ介㸦⸆学⛉㛗㸧 
分担⪅:山本⚽孝㸦学⏕㒊委員会㸧、㣤⏣㟹彦㸦教務㒊委員会㸧、⏣口博明㸦国ヨ委員会㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸯. 教⫱内容の充実と教⫱

方ἲ・教授方ἲの更なる改

善と国ヨ合格⋡の改善 

低学年から㧗学年までの学㒊学⏕に対する教⫱体制を充実すること

により、個々の学⏕の学力を向上させ、⸆剤師国家ヨ㦂の㧗い合格⋡

を┠指す。 
・教⫱の充実のため、⸆学教⫱センターをタ⨨し、必せな教員の㓄⨨

を⾜い、リメディアル教⫱の実施や成⦼不振学⏕への支援を強化し

て、⸆剤師国家ヨ㦂合格へとつなげる。 
 
・教務㒊委員会において⌧⾜カリキュラムをぢ┤して、改善する。 

 

・⸆剤師国家ヨ㦂の合格基‽Ⅼがぢ┤され、合格Ⅼが変動することか

ら、┠標合格⋡➼を数値として♧すのは困㞴である。従って、対受㦂

⪅合格⋡は全国⚾大平均を㉸えること、対入学⪅合格⋡はそれに㏆づ

くことを┠標とする。 

㸰. 学⏕支援体制を強化す
る 

学⩦ά動支援の充実 

・新タする⸆学教⫱センターによる、␃年⏕、学業成⦼不振学⏕、卒

業延期学⏕への支援強化を⾜う。 

 

・リメディアル教⫱の実施㸸新入学⏕に対する、入学時☜ㄆヨ㦂成⦼

不振⛉┠㸦化学、⏕≀㸧についてリメディアル教⫱を学⛉⊂⮬で⾜う 

 

・学⩦⎔境の整備㸸⮬⩦室の㛤放とオフィスアワーのタ定を推㐍する。 

 

学⏕の学⩦意欲向上への取⤌ 

・オリエンテーションの充実㸸新入⏕、在校⏕オリエンテーションを

⾜う。 

 

・担任制度の充実㸸担任㠃ㄯを定期ⓗに⾜う。また、担任を介した学

⏕および保ㆤ⪅からの意ぢ㞟⣙を⾜う。 

 

・学⏕主体によるイベント㛤催への支援を⾜う。 
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学⏕⏕ά支援を拡充させる 
・健康支援㸦定期健康デ断㸧、⤒῭ⓗ支援㸦奨学㔠の⤂介㸧、⏕ά⎔
境の整備㸦学⏕⏕άㄪ査を実施㸧を⾜う。 

 
就⫋支援ά動の充実 
・インターシップの⤂介、就⫋ガイダンス、企業ㄝ明会などを㛤催し、
就⫋支援を⾜う。 

 

㸱. ◊✲ά動に㛵する中期
┠標を定め、≉Ⰽをもつ◊

✲を㐍める 

・⛉学◊✲㈝助成事業に⥅⥆ⓗに⏦ㄳし、㑅定された先㐍ⓗな◊✲ㄢ

㢟に✚極ⓗに取り⤌み、その成果を♫会に㑏元するサイクルを有効に

機⬟させる。 
 
・大学ホームページ、フェイスブックに◊✲に㛵する情報Ⓨ信をし、

さらに三㔜┴の企業との㐃携構⠏を⾜い、より多くの外㒊㈨㔠が⋓得

できるようにする。 
 

㸲.市Ẹ公㛤ㅮ座を㛤ㅮし、

♫会㈉⊩をおこなう 

市Ẹ公㛤ㅮ座を年数回㛤催し、㌟㏆な「健康」や「㌟体」をキーワードに、
⸆学・医学に㛵する▱㆑や情報を広く一⯡の方々に提供することにより♫会

㈉⊩を⾜う。 
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➨㸰㸫㸰期のά動ィ⏬ 

 

㔜Ⅼ分㔝 12㸸各学⛉教⫱の≉Ⰽ㸦┳ㆤ学⛉㸧 

【基本方㔪:1】 
 学⛉教⫱の≉Ⰽと㨩力づくり 
【基本方㔪:2】 
 国家㈨格ヨ㦂またはㄆ定㈨格ヨ㦂の合格⋡の┠標タ定とその㐩成に向けた教⫱指導 
【中期ィ⏬】2018年度-2020年度 
㸯㸬2020年度入学定員 100名および新カリキュラム導入のための‽備をするとともに、教⫱内容
の充実と教⫱方ἲ➼の改善をはかる。 

㸰㸬将来の専㛛⫋⪅としての向学心を⫱成する。 
㸱㸬┳ㆤ師・保健師国家ヨ㦂合格⋡の向上とその㐩成に向けた教⫱指導の充実をはかる。 
㸲㸬地域の人々が⮬分らしく⏕άすることを┠指して、市Ẹ公㛤ㅮ座を㛤催する。 

㈐任⪅:杉本㝧子㸦┳ㆤ学⛉㛗㸧 
分担⪅:國分┿佐代㸦教務委員㛗㸧、㒓Ⰻ῟子㸦学⏕委員㛗㸧 
事務局:教務ㄢ 

㸰㸮㸯㸷年度ά動ィ⏬ 

対応する中期ィ⏬㡯┠ ά動ィ⏬内容 

㸯. 2020 年度入学定員 100

名および新カリキュラム導

入のための‽備をするとと

もに、教⫱内容の充実と教

⫱方ἲ➼の改善をはかる。 

①2020年度入学定員 100名になるに当たり、三㔜┴を⥙⨶した⮫地実
⩦が㐺切に実施できる施タ➼を☜保するための‽備をするとともに、
⮫地実⩦を㏻して地域性や文化ⓗ⫼景、個人の価値ほをふまえた┳ㆤ
実㊶力を⫱成する。 
 ◆2020年度㸯年次┳ㆤ体㦂実⩦が㐺切に実⩦できる施タ➼を☜保
する。2021年度 2年次基♏┳ㆤ学実⩦についても実⩦施タの‽備をす
る。 
◆㸯年次┳ㆤ体㦂実⩦、2年次基♏┳ㆤ学実⩦、3・4年次各┳ㆤ学

⮫地実⩦、4 年次⤫合実⩦について、⑓㝔・施タ㛵係⪅と㐃携し、実
⩦┠ⓗ・┠標に↷らし合わせた実⩦を⾜い、┳ㆤ実㊶力を⫱成する。 
 
②これまでの教⫱のㄢ㢟を㋃まえて改ṇした新カリキュラムのすみ
やかな㐠⏝に向けて‽備をする。 
 ◆2020年度入学⏕㐺⏝の新カリキュラムについて、㐍⣭基‽、新旧
⛉┠のㄞみ替えや履修Ⓩ㘓単位数の上㝈について検ウする。 
 
③入学定員変更に伴う教⫱⎔境の整備を⾜う。 
 ◆2020年度入学定員 100名になるに当たり、ㅮ⩏室・実⩦室➼の施
タ・タ備や≀品の整備を⾜う。 

㸰.将来の専㛛⫋⪅として

の向学心を⫱成する。 

①㸯年次の早期に⮫床➼で専㛛の㈨格を持ってά㌍する┳ㆤ⫋⪅と
接する機会をつくり、将来のビジョンを描く手がかりとする。 
◆2019 年度医⒪人底力実㊶基♏Ⅰ学⛉プログラムにおいて企⏬す

る。       
 
②初期教⫱の一⎔として接㐝教⫱を取り入れ、専㛛⫋にふさわしい態
度➼を学ぶ機会をつくる。 
 ◆⮫地実⩦┤前のマナーㅮ座を 1㸫3 年⏕対㇟に実施し、学⏕の┳
ㆤに対するモチベーションを㧗め、実⩦施タでの┳ㆤ師からの学⏕の
ホ価を⿵完する効果を期待する。 
③在校⏕がクラスを㉸えて交ὶする機会や卒業⏕との交ὶの機会を
持ち、クラスや先㍮・後㍮の一体感・㐃帯感を⫱むとともに、4 年㛫
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の学修について予 性をもって㐍めることができるようにする。 
 ◆2019年度医⒪人底力実㊶基♏Ⅰ学⛉プログラムにおいて、㸯年次
と 4年次・卒業⏕が交ὶする企⏬を実施する。 
 ◆2019 年度後期ガイダンス⤊了後に「3・4 年⏕⮫地実⩦➼情報交
換会」を企⏬し、3年⏕と 4年⏕が交ὶする機会をつくる。その㝿、1・
2年⏕にも参加を呼び掛ける。 

㸱.┳ㆤ師・保健師国家ヨ㦂

合格⋡の向上とその㐩成に

向けた教⫱指導の充実をは

かる。 

①㸯年次から㸲年次まで、各学年の学修内容にあわせた国家ヨ㦂対⟇
をィ⏬する。 
◆2019年度 1年⏕は 7回のゎ剖⏕⌮学の学修会、2年⏕は 7回の⑓

態἞⒪の学修会、3年⏕は前期 16回の外㒊ㅮ師によるゎ剖⏕⌮学・⑓
態἞⒪のセミナー、後期は実⩦のない㐌に実⩦グループごとに⣙ 4日
の⮬己学⩦会、4 年⏕は 63 回のセミナーとハイリスクグループへの
22回㸦一㒊人数により 2クラス⦅成㸧のセミナーを実施する。 
◆2019年度外㒊ㅮ師によるセミナーを 1年⏕からẁ㝵ⓗ、⣔⤫ⓗに

実施し、低学年からの⣔⤫ⓗな▱㆑の修得と学修の促㐍を図るととも
に、成⦼不振⪅への対応を低学年から⾜う。 
◆4 年次模ヨの⤖果から、☜実に国家ヨ㦂に合格できるỈ‽に㐩成

できるよう、11月初め㹼1月末まで少人数のハイリスクグループへの
学修支援を強化する。保健師国家ヨ㦂対⟇として、16回のセミナーを
実施する。 
 
②国家ヨ㦂対⟇を充実したものとするための予⟬を☜保するととも
に、保健師国家ヨ㦂対⟇の強化を図り、合格⋡を向上させる。 
◆2019年度外㒊ㅮ師予⟬を☜保し、国家ヨ㦂対⟇を充実させる。 
◆2019年度保健師国家ヨ㦂模ヨをẁ㝵ⓗ・定期ⓗに実施し、出㢟の

50㸣を占める保健⤫ィ、␿学、㛵係ἲつについて、外㒊ㅮ師による㞟
中セミナーを㛤ㅮする。 

 
③学⏕の⮬己学修時㛫や場所の☜保➼について⎔境整備をする。 
 ◆2019 年度⮫地実⩦スケジュールをもとに⮬己学修時㛫の☜保時
期を明☜にして学⏕と共有する。 
◆担任教員による学修≧ἣの☜ㄆと学修指導を⾜う。 
◆⮬己学修スペースとしてゼミ室やㅮ⩏室を☜保し、学修⎔境を整

える。 
 

㸲㸬地域の人々が⮬分らし

く⏕άすることを┠指し

て、市Ẹ公㛤ㅮ座を㛤催す

る。 

①㏆㞄地域在住の一⯡市Ẹを対㇟に、人㛫・⎔境・健康・┳ㆤに㛵す
るテーマで「市Ẹ公㛤ㅮ座」を㛤催する。 
◆専任教員からテーマを募り、人々が健康ⓗに㐣ごすこと、⑓Ẽに

ならないように予㜵すること、家庭で役❧つ┳ㆤの技を学ぶこと、健
康問㢟に㛵する悩み・心㓄事の┦ㄯといった内容で「市Ẹ公㛤ㅮ座」
を企⏬・㛤催する。 
 

 


